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１

高
村
順
久

と
し

ひ
さ

◎
岡
山
大
学
A
l
u
m
n
i（
全
学
同
窓
会
）

関
西
支
部

代
表
幹
事

母
校
の
バッ
ク
アッ
プ
を

同
窓
会
で
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私
は
岡
山
県
真
庭
郡
新
庄
村
と
い
う
岡
山
県

の
北
部
、辺
境
の
村
に
生
ま
れ
ま
し
た
。父
が
戦

死
し
て
い
た
た
め
、祖
父
母
、叔
父（
父
の
弟
）夫

婦
に
養
育
さ
れ
、中
学
卒
業
ま
で
こ
の
村
で
育

ち
ま
し
た
。高
校
は
玉
野
市
に
嫁
い
で
い
た
叔
母

夫
婦
の
好
意
で
叔
母
方
に
寄
宿
し
て
通
学
、昭

和
38
年（
１
９
６
３
年
）玉
野
高
校
を
卒
業
、同

年
４
月
に
岡
大
法
文
学
部
法
学
科
に
入
学
し
ま

し
た
。

　
大
学
３
年
に
上
が
っ
た
と
き
、親
し
い
先
輩
の

勧
め
で
阿
部
浩
二
先
生（
民
法
）の
ゼ
ミ
に
入
り

ま
し
た
。当
時
司
法
試
験
受
験
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、厳
し
い
先
生
だ
と
の
話
で
、そ
れ
ま

で
勉
強
ら
し
い
勉
強
を
し
て
こ
な
か
っ
た
反
省
も

あ
り
、も
う
少
し
真
面
目
に
勉
強
し
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
希
望
し
た
も
の
で
す
。当
時
の
岡
大
で

は
、「
司
法
試
験
に
合
格
し
た
人
は
い
て
も
毎
年

１
人
か
２
人
程
度
、合
格
者
の
い
な
い
年
も
あ

る
。５
〜
６
年
集
中
し
て
勉
強
し
な
い
と
と
て
も

無
理
」と
言
わ
れ
て
お
り
、現
実
的
な
話
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。と
こ
ろ
が
、大
学
３
年
の
秋
に

親
し
い
先
輩
が
司
法
試
験
に
合
格
、司
法
試
験
は

そ
う
遠
い
も
の
で
は
な
い
と
思
い
、本
格
的
に
受

験
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。

　
図
書
館
の
利
用
な
ど
、司
試
の
受
験
勉
強
の

た
め
に
は
大
学
に
籍
を
置
い
て
い
る
方
が
よ
い
の

で
留
年
し
、大
学
６
年
目
の
昭
和
43
年
、な
ん
と

か
合
格
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。同
学
年
で
司

試
を
目
指
し
て
い
た
仲
間
が
私
の
外
に
４
人
お

り
、合
格
年
は
多
少
前
後
し
ま
す
が
全
員
合
格

し
て
い
ま
す
。

　
司
法
修
習
生
に
採
用
さ
れ
た
の
は
昭
和
44

年
、当
時
司
法
試
験
の
合
格
者
は
５
０
０
人
で

修
習
期
間
は
２
年
で
し
た
。昭
和
46
年（
１
９
７

１
年
）３
月
に
司
法
修
習
を
終
了
、翌
４
月
に
大

阪
弁
護
士
会
に
弁
護
士
登
録
し
ま
し
た
。昭
和

46
年
当
時
、大
阪
に
は
岡
大
出
身
の
弁
護
士
は

10
名
も
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、正

確
な
数
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、今
は
大
阪
だ
け
で

も
30
人
以
上
の
卒
業
生
弁
護
士
が
い
る
と
思
い

ま
す
。

岡
大
の
法
文
経
済
学
部
同
窓
生
の
組
織
で
あ

る「
法
文
経
済
学
部
同
窓
会
」は
50
年
以
上
前

に
発
足
し
て
お
り
、そ
の
支
部
組
織「
大
阪
支

部
」も
同
じ
歴
史
が
あ
り
ま
す
。大
阪
支
部
の
代

表（
支
部
長
）は
長
ら
く
１
期
卒
の
原
田
尚
武
さ

ん
が
務
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。平
成
19
年
こ
ろ
原

田
さ
ん
に
命
じ
ら
れ
て
私
が
大
阪
支
部
の
支
部

長
を
引
き
受
け
、そ
の
後
平
成
29
年
か
ら
同
業

の
守
口
建
治
さ
ん（
昭
和
52
年
卒
）が
支
部
長
を

務
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。ア
ラ
ム
ナ
イ
関
西
支
部

立
ち
上
げ
に
際
し
、支
部
代
表
幹
事
に
推
挙
さ

れ
た
の
は
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

　
今
、同
窓
会
は
ど
こ
も
受
難
の
時
代
を
迎
え

て
い
ま
す
。非
力
で
す
が
反
転
攻
勢
の
た
め
努
力

す
る
所
存
で
す
。ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

全学同窓会

岡山大学
Alumniに
寄せて

岡
大
入
学
ま
で
と
学
生
時
代

弁
護
士
開
業
と

法
文
経
済
学
部
同
窓
会

平成10年度大阪支部総会にて
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岡
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岡山大学ホームカミングデイ2023
2023年10月21日（土）

岡山大学総務・企画部総務課 〒700-8530 岡山市北区津島中一丁目１番１号
TEL：086-251-7019　FAX：086-251-7294

岡山大学津島・鹿田キャンパス
※創立五十周年記念館および各学部 他
（感染症等の影響により変更の可能性がございます。）

・岡山大学Alumni（全学同窓会）総会
・岡山大学ミュージックフェスティバル

同窓生・在学生・留学生・教職員・元教職員・一般の皆さまぜひお越しください

開催日

問合せ先

開催場所

同日開催

岡山大学では、本学の同窓生に再び大学に足を運んで
いただき、大学の近況にふれ、同窓生、在学生、留学生、
教職員との交流を深めていただくことを目的とした
ホームカミングデイを開催しています。一般の皆さまも
ご参加いただけます。世界に輝き地域に開かれた大学
として、皆さまのご来場をお待ちしております。

開
催
報
告

令
和
4
年
10
月
22
日（
土
）、来
場
者
に
大
学
を
懐
か
し
み
、親
し
ん

で
も
ら
う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
、「
岡
山
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ

2
0
2
2
」を
開
催
し
ま
し
た
。2
0
2
0
年
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
開
催
を
自
粛
し
て
お
り
、3
年
ぶ
り
11
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。今
回
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
観
点
や
遠
方
の
方
に
も
気
軽
に
ご
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
た
初
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開

催
し
ま
し
た
。

今
年
は
、メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
創
立
五
十
周
年
記
念
館
に
て
、岡
山

う
ら
じ
ゃ
連「
笑
輝（
し
ょ
う
き
）」に
よ
る
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
演
舞
で

開
幕
。続
く
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、槇
野
学
長
か
ら
来
場
者

に
向
け
て
の
あ
い
さ
つ
と
、
小
長

A
l
u
m
n
i（
全
学
同
窓
会
）会
長
よ

り
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、本
学
や
社
会
に
貢
献
し
、著
名

な
功
績
を
挙
げ
た
同
窓
生
な
ど
に
贈
る

第
5
回「
金
光
功
労
賞
」の
授
賞
式
を
行

い
、受
賞
さ
れ
た
本
学
異
分
野
基
礎
科
学

研
究
所
の
沈
建
仁
教
授
は
、「
光
合
成
に

お
け
る
水
分
解
反
応
及
び
光
エ
ネ
ル
ギ
ー

高
効
率
利
用
機
構
の
解
明
」に
よ
り
、こ

れ
ま
で
数
々
の
権
威
あ
る
賞
を
受
け
て
お

り
、そ
の
業
績
で
岡
山
大
学
の
世
界
に
お

け
る
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
に
大
き
く
貢
献
し

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、本
学
や
社

会
に
貢
献
し
、顕
著
な
研
究
成
果
等
を

上
げ
た
同
窓
生
又
は
教
職
員
や
他
の
教

職
員
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
実
践
に
よ

り
特
に
顕
著
な
成
果
を
上
げ
た
同
窓
生

又
は
教
職
員
を
対
象
に
贈
る
第
2
回

「
金
光
奨
励
賞
」授
賞
式
を
行
い
、今
回

は
1
人
と
2
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
し
た
学
術
研
究
院
環
境
生
命
科

学
学
域
の
赤
木
剛
士
研
究
教
授
は
、

1
0
0
年
以
上
も
未
解
明
で
あ
っ
た「
植

物
の
性
別
」を
決
定
す
る
遺
伝
子
を
世

界
で
初
め
て
発
見
す
る
と
と
も
に
、植
物

に
お
け
る
性
の
進
化
過
程
の
全
容
を
解

明
し
、作
物
の
性
の
人
為
的
な
制
御
法

を
開
発
す
る
な
ど
、若
手
研
究
者
と
し

て
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
業
績
を
あ
げ
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

団
体
と
し
て
受
賞
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
大
学
拠
点
接
種
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
拡
大
し
、ワ
ク
チ
ン
の
接
種

率
が
全
国
的
に
伸
び
悩
む
中
、岡
山
県

下
の
大
規
模
接
種
会
場
と
並
ぶ
規
模
の

大
学
拠
点
接
種
会
場
を
開
設
し
、ワ
ク

チ
ン
接
種
率
向
上
と
重
症
化
リ
ス
ク
の

軽
減
に
貢
献
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

同
じ
く
団
体
と
し
て
受
賞
し
た
総
務・

企
画
部
広
報
課
は
、広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、新
聞
広
告
に
加
え
て
、岡
山
大

学
公
式
S
N
S
も
活
用
し
て
、

S
D
G
s
を
前
面
に
押
し
出
し
た
大
学

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
貢
献
し
て
い
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

授
賞
式
後
に
は
、「
光
合
成
に
お
け
る

水
分
解・酸
素
発
生
反
応
の
分
子
機
構
」

と
題
し
て
、沈
教
授
に
よ
る「
金
光
功
労
賞
」受
賞
記
念
講
演
が
行

わ
れ
、聴
衆
は
最
先
端
の
研
究
内
容
に
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。続

い
て
、フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
も
開
催
、今
年
は

「
S
D
G
s
活
動
に
関
わ
る
風
景
」を
テ
ー
マ
に
、受
賞
者
に
賞
状
と

副
賞
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、学
生
音
楽
系
サ
ー
ク
ル・団
体
が
出
演
す
る「
ミ
ュー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」も
行
わ
れ
、今
回
は
7
組
の
団
体
が
参
加
し
、会
場

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

次
回
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
ご
用
意
し

て
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

槇野学長　オープニングセレモニーあいさつ小長会長　オープニングセレモニー祝辞金光功労賞・奨励賞授賞式

ミュージックフェスティバル
（交響楽団）

ミュージックフェスティバル
（ギターマンドリンクラブ） うらじゃ演舞

次回
開催
予定

ou-hcd@adm.okayama-u.ac.jp
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支
部
活
動
活
性
化
支
援

A
l
u
m
n
i
東
京
支
部

　A
l
u
m
n
i
東
京
支
部
で
は
、年
に
1
度

開
催
し
て
い
る
A
l
u
m
n
i
東
京
支
部
総

会
の
参
加
者
数
を
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
、

3
ヶ
月
に
一
度
の
幹
事
会
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。昨
年
11
月
、
本
年
は
2
月
28
日
に
開
催

し
、
5
月
に
も
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

首
都
圏
在
住
の
O
B
O
G
の
皆
様
、ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

A
l
u
m
n
i
東
京
支
部
事
務
局
長

　竹
原 

啓
二

　A
l
u
m
n
i
愛
媛
県
支
部

　岡
山
大
学
A
l
u
m
n
i
愛
媛
県
支
部（
愛

媛
半
田
山
会
）
の
特
別
講
演
会
が
2
年
ぶ
り

に
令
和
4
年
9
月
3
日
、
松
山
市
医
師
会
館

に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
の
開
催
は
コ
ロ
ナ
禍
で
し
た
が
、「
岡

山
大
学
同
窓
会
メ
ン
バ
ー
が
大
い
に
活
躍
さ

れ
て
い
る
現
状
を
確
認
し
合
い
、
交
流
を
深

め
結
束
を
強
め
る
た
め
に
ぜ
ひ
実
施
を
！
」

と
、
貞
本
和
彦
代
表
幹
事
（
医
学
部
昭
和
34

年
卒
）
が
英
断
を
下
さ
れ
実
現
し
た
も
の
で

す
。
9
学
部
54
名
、
昭
和
34
年
卒
か
ら
平
成

27
年
卒
ま
で
の
幅
広
い
年
代
の
多
く
の
方
々

が
、
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　特
別
講
演
会
は
貞
本
代
表
幹
事
の
開
会
挨

拶
お
よ
び
岡
山
大
学
総
務
企
画
部
長
の
長
谷

川
拓
哉
氏
に
よ
る
近
況
報
告
で
始
ま
り
ま
し

た
。
最
初
に
槇
野
博
史
学
長
（
医
学
部
昭
和

50
年
卒
）
に
「
最
近
の
岡
山
大
学
の
状
況
〜

あ
り
た
い
未
来
を
共
に
育
み
、
共
に
創
る
研

究
大
学
〜
」
と
い
う
演
題
で
、
続
い
て
野
志

克
仁
松
山
市
長
（
経
済
学
部
平
成
2
年
卒
）

に
、「
一
人
で
も
多
く
の
人
を
笑
顔
に
〜
松

山
市
政
の
現
状
と
今
後
〜
」
と
い
う
演
題
で
、

最
後
は
医
療
法
人
順
風
会
天
山
病
院
小
児
科

育
成
医
療
支
援
室
の
小
谷
信
行
室
長
（
医
学

部
昭
和
50
年
卒
）
に
「
日
本
と
英
国
に
お
け

る
小
児
医
療
と
育
児
文
化
の
違
い
」
と
い
う

演
題
で
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
各
講
演
と

も
に
有
意
義
で
深
い
示
唆
に
富
ん
だ
も
の
で

し
た
。
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
岡
山
大
学
（
A
l
u
m
n
i
）

愛
媛
県
支
部
会
は
コ
ロ
ナ
禍
に
も
拘
ら
ず
、

参
加
者
全
員
が
充
実
し
た
ひ
と
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　今
後
は
通
常
通
り
学
生
歌
の
斉
唱
を
行

い
、
和
や
か
に
親
睦
会
も
開
催
で
き
る
こ
と

を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
学
部
間
交

流
・
異
業
種
交
流
、
岡
山
大
学
の
躍
進
と
岡

大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
更
な
る
発
展
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

（
A
l
u
m
n
i
愛
媛
県
支
部
幹
事飯

尾
隆
哉
）

Alumni東京支部幹事会の様子

集合写真

takehara@
futuredesignlab.jp
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Business Introduction

区 分 件 数 金 額（円）

教職員（OB含む）

在学生（家族含む）

卒業生（家族含む）

企業・団体

その他

737

244

1,563

323

1,229

4,096

42,770,513

2,321,446

570,575,338

323,571,623

27,838,145

967,077,065合　計

【累計寄付実績（令和5年1月31日現在）】

岡
山
大
学
学
都
基
金

の
寄
付
状
況
等

岡山大学学都基金 検索

詳しくはホームページをご覧ください

岡
山
大
学
学
都
基
金
へ
の
ご
寄
付
は
、ご
寄

付
の
趣
旨
に
沿
っ
た
本
学
の
諸
活
動
を
支

え
る
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
本
学
に
お
け
る
学
生
支
援
、
教

育
・
研
究
活
動
、
国
際
交
流
及
び
社
会
貢

献
活
動
の
一
層
の
充
実
を
は
か
る
事
業
の

支
援
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

岡
山
大
学
学
都
基
金
事
務
局（
総
務
・
企
画
部
総
務
課
）

〒
7
0
0-

8
5
3
0 

岡
山
市
北
区
津
島
中一丁
目
1
番
1
号

T
E
L
／
0
8
6-

2
5
1-

7
0
0
9

電
話
受
付 

9
時
〜
17
時 （
土
･
日
･
祝
日
除
く
）

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
通
常
通
り
学
生
歌
の
斉
唱
を
行

い
、
和
や
か
に
親
睦
会
も
開
催
で
き
る
こ
と

を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
学
部
間
交

流
・
異
業
種
交
流
、
岡
山
大
学
の
躍
進
と
岡

大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
更
な
る
発
展
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

（
A
l
u
m
n
i
愛
媛
県
支
部
幹
事飯

尾
隆
哉
）

A
l
u
m
n
i
関
西
支
部

　
第
２
回
岡
山
大
学
A
l
u
m
n
i
（
全
学

同
窓
会
）
関
西
支
部
総
会
・
懇
親
会
が
、
令

和
４
年
11
月
６
日
に
、
大
阪
新
阪
急
ホ
テ
ル 

花
の
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
学
か
ら
は
、
槇
野
博
史
学
長
を
は
じ
め
、

加
賀
勝
上
席
副
学
長
、
総
務
・
企
画
部
総
務

課
の
皆
様
に
お
越
し
を
頂
き
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
８
月
の
設
立
総
会
以
来
３
年
ぶ

り
、
そ
れ
も
い
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

を
講
じ
な
が
ら
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

48
名
の
同
窓
生
が
集
い
ま
し
た
。
高
村
順
久

代
表
幹
事
（
法
文
学
部
1
9
6
9
年
卒
）
の

挨
拶
の
後
、
落
語
家 

桂
阿
か
枝
様
（
農
学
部

1
9
9
4
年
卒
）
の
司
会
進
行
で
、
笑
顔
に

包
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
総
会
・
懇
親
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
槇
野
学
長
か
ら
は
、『
小
長
啓
一

A
l
u
m
n
i
会
長
の
瑞
宝
重
光
章
受
章
』

や
『
世
界
的
建
築
家
で
あ
る
隈
研
吾
氏
が
監

修
し
た
岡
山
大
学
「
共
育
共
創
コ
モ
ン
ズ
」

の
建
築
状
況
に
つ
い
て
』、『
小
惑
星
探
査
機

「
は
や
ぶ
さ
2
」
が
小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
か
ら

持
ち
帰
っ
た
石
と
砂
で
の
研
究
に
つ
い
て
』

の
話
題
な
ど
母
校
の
将
来
展
望
に
大
き
な
期

待
が
持
て
る
近
況
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
A
l
u
m
n
i
関
西
支
部
各
幹
事
に
登

壇
い
た
だ
き
各
学
部
同
窓
会
の
近
況
報
告
を

行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
最
後
に
参
加
者
全

員
で
記
念
撮
影
を
行
な
い
、
あ
っ
と
い
う
間

に
お
開
き
の
時
間
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
来
年
も
引
き
続
き
第
３
回
の
総
会
・
懇
親

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
関
西
に
お
い
て
、

世
代
を
問
わ
ず
同
じ
学
び
舎
で
大
学
時
代
を

過
ご
し
た
者
た
ち
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
A
l
u
m
n
i
関
西
支
部
事
務
局
長堀

内
直
哉
）

令和4年度Alumni愛媛県支部総会並びに特別講演会 集合写真

Alumni関西支部総会・懇親会 集合写真

https://www.okayama-u.ac.jp/user/kouhou/kikin/
E-m
ail:kikin@

adm
.okayam

a-u.ac.jp
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岡
山
大
学

小
長
会
長
が
瑞
宝
重
光
章
を
受
章

岡
山
大
学
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
セ
ン
タ
ー
の

看
板
除
幕
式
を
挙
行

　
令
和
４
年
4
月
12
日
、岡
山
大
学
グ
リ
ー
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
看
板
除
幕
式
を
挙

行
し
ま
し
た
。当
セ
ン
タ
ー
は
、S
D
G
s
推
進

研
究
大
学
を
掲
げ
る
本
学
が
、地
方
創
生
、地

域
の
脱
炭
素
社
会
を
支
え
る
人
材
育
成
と
技

術
開
発
の
拠
点
と
し
て
、令
和
４
年
4
月
1
日

に
新
設
し
た
も
の
で
す
。

　
除
幕
式
で
は
、槇
野
博
史
学
長
、グ
リ
ー
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
の
阿
部
匡
伸
理
事

（
特
命（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

推
進
）担
当
）か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、槇
野
学

長
か
ら
は
、「
木
造
建
築
・
林
産
業
の
振
興
事

業
、地
域
企
業
の
D
X
化
を
け
ん
引
す
る
事
業

な
ど
の
組
織・団
体
の
垣
根
を
超
え
た
協
働
事

業
を
展
開
し
、脱
炭
素
社
会・地
域
循
環
共
生

圏・地
方
創
生
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
期
待

す
る
」と
の
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
除
幕
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、槇
野
学
長
、高
橋
理

事（
企
画
・
評
価
・
総
務
担
当
）、阿
部
セ
ン
タ
ー

長
、綾
野
部
門
長
、野
上
部
門
長
に
よ
る
除
幕

で
、新
た
な
看
板
が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
、S
D
G
s
未
来
都
市
で
あ

る
真
庭
市
を
中
心
と
し
た
県
北
地
域
の
林
業・

木
材
産
業
と
も
連
携
す
る「
木
造
建
築・林
業・

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
部
門
」と
、林
産
業
に
お
け

る
情
報
イ
ン
フ
ラ
構
築
を
技
術
的
に
支
援
す
る

と
と
も
に
、中
四
国
地
域
を
視
野
に
入
れ
た
地

域
の
D
X
人
材
育
成
を
担
う「
グ
リ
ー
ン
b
y

デ
ジ
タ
ル
部
門
」の
2
部
門
に
よ
り
、地
域
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
の
推
進
と
地
域
循
環
共
生
圏
の
実
現

に
向
け
た
新
た
な
事
業
モ
デ
ル
を
発
展
さ
せ
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
な
お
、設
置
し
た
看
板
は
、当
セ
ン
タ
ー
の
設

置
に
伴
い
、真
庭
市
等
で
構
成
さ
れ
る
林
業
・

木
材
・
木
造
建
築
教
育
・
研
究
ゾ
ー
ン
構
想
検

討
委
員
会
に
よ
り
、真
庭
市
産
の
檜
を
使
用
し

た
木
製
看
板
を
製
作
い
た
だ
き
ま
し
た
。

NEWS
TOPICS

通
信

okadai 

除幕後、看板をバックに記念撮影

対談の様子

　
法
文
学
部
1
期
生
で
、岡
山
大
学

A
l
u
m
n
i（
全
学
同
窓
会
）会

長
の
小
長
啓
一
氏（
元
通
商
産
業
事

務
次
官
）が
、令
和
４
年
春
の
叙
勲

に
て
瑞
宝
重
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

　
受
章
を
記
念
し
て
、令
和
４
年
６

月
24
日
、創
立
五
十
周
年
記
念
館
に

て
小
長
会
長
と
法
学
部
生
の
対
談

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
小
長
氏
は
岡
山
大
学
を
卒
業
後
、

旧
通
産
省
に
入
り
、地
方
大
学
出
身

者
と
し
て
初
め
て
の
事
務
次
官
に
就

任
し
ま
し
た
。田
中
角
栄
元
総
理
の

秘
書
官
を
務
め
、日
本
列
島
改
造
論

の
立
案
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。

　
山
陽
新
幹
線
や
岡
山
空
港
の
整

備
ま
た
瀬
戸
大
橋
架
橋
な
ど
岡
山

県
の
発
展
に
も
貢
献
さ
れ
、92
歳
に

な
っ
た
今
も
産
業
人
材
研
修
セ
ン

タ
ー
の
理
事
長
と
し
て
人
材
育
成
に

尽
力
し
て
い
ま
す
。
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「
デ
ジ
タ
ル
田
園
健
康
特
区
」事
業
構
想
等
を
通
じ
た

地
域
課
題
解
決
の
先
駆
的
モ
デ
ル
構
築
に
向
け
、

吉
備
中
央
町
と
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

環
境
生
命
自
然
科
学
研
究
科
を

　
　
　
　
　
　
　

 

令
和
5
年
4
月
に
設
置
し
ま
す

　
令
和
5
年
4
月
に
大
学
院
自
然
科
学
研
究

科
及
び
大
学
院
環
境
生
命
科
学
研
究
科
を
再

編・統
合
し
、大
学
院
環
境
生
命
自
然
科
学
研

究
科
を
設
置
し
ま
す
。

　
本
学
で
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
少
子
高
齢
化
、

D
X
化
な
ど
急
速
に
社
会
が
変
化
す
る
時
代

の
転
換
点
を
迎
え
て
い
る
現
代
に
お
い
て
、社

会
や
企
業
の
ニ
ー
ズ
や
期
待
に
応
え
る
た
め
に
、

既
存
の
枠
組
み
を
超
え
、大
学
院
生
が
身
に
付

け
る
べ
き
能
力
を
意
識
し
た
学
修
者
本
位
の

学
び
を
軸
に
し
た
、大
学
院
教
育
の
質
的
転
換

を
目
指
し
、大
学
院
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
理
系
研
究
科
に
お
い
て
は
、基
礎
科
学
や
応

用
工
学
の
知
識
と
技
術
に
環
境
問
題
と
食
料

問
題
に
関
す
る
新
し
い
学
問
体
系
を
融
合
し

深
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、自
ら
が
率
先
し
て
課

題
を
発
見
し
解
決
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
ト

ラ
ン
ス
フ
ァ
ラ
ブ
ル
な
力
を
有
す
る「
主
体
的

に
変
容
し
続
け
る
先
駆
者
」と
し
て
新
た
な
価

値
創
造
と
世
界
の
革
新
に
貢
献
す
る
人
材
を

養
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、既
存
の
自
然
科

学
研
究
科
と
環
境
生
命
科
学
研
究
科
を
再

編
し
て「
環
境
生
命
自
然
科
学
研
究
科
」を

設
置
す
る
べ
く
、文
部
科
学
省
に
申
請
し
て
い

ま
し
た
。

　
環
境
生
命
自
然
科
学
研
究
科
は
、理
学
部・

工
学
部
・
農
学
部
を
基
礎
学
部
と
し
、「
基
礎

科
学
や
応
用
工
学
の
知
識
と
技
術
」に「
環
境

問
題
と
食
料
問
題
に
関
す
る
新
し
い
学
問
体

系
」を
融
合
し
、深
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、よ
り

広
い
社
会
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、問
題
を
解
決
で

き
る
様
々
な
枠
・
壁
を
越
え
る
多
様
な
人
材
の

養
成
を
目
指
し
、環
境
生
命
自
然
科
学
専
攻

１
専
攻
を
置
き
、学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
制
を
導
入

し
ま
す
。

※
ロ
ー
カ
ル
S
D
G
s

各
地
域
が
美
し
い
自
然
景
観
等
の
地
域
資
源
を
最
大
限
活
用
し

な
が
ら
自
立・分
散
型
の
社
会
を
形
成
し
つ
つ
、地
域
の
特
性
に
応

じ
て
資
源
を
補
完
し
支
え
合
う
こ
と
に
よ
り
、地
域
の
活
力
が
最

大
限
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
考
え
方

関係者の集合写真

　
令
和
４
年
４
月
13
日
、吉
備
中
央
町
と
、広

範
囲
な
地
方
創
生
及
び
人
材
育
成
並
び
に

S
D
G
s
の
達
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
す

連
携・協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
本
学
は
、令
和
３
年
1
月
、「
心
豊
か
な
暮
ら

し
」（
W
e
l
l

-

b
e
i
n
g
）と「
持
続
可

能
な
環
境
・
社
会
・
経
済

」

（
S
u
s
t
a
i
n
a
b
i
l
i
t
y
）を
実

現
す
る
と
い
う
理
念
が一
致
し
た
こ
と
か
ら
、「
吉

備
高
原
都
市
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
」推
進
協
議

会
に
リ
ー
ド
ア
ー
キ
テ
ク
ト
と
し
て
参
画
。以

降
、同
協
議
会
に
お
い
て
本
学
も
議
論
に
加
わ

り
、構
想
の
検
討
・立
案
が
進
め
ら
れ
、令
和
４

年
3
月
10
日
に
は
、内
閣
府
の
国
家
戦
略
特
別

区
域
諮
問
会
議
に
お
い
て
、全
国
初
と
な
る
革

新
的
事
業
連
携
型
国
家
戦
略
特
区「
デ
ジ
タ
ル

田
園
健
康
特
区
」に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。（
令
和

４
年
4
月
12
日
に
閣
議
決
定
）

　
こ
れ
を
受
け
、今
ま
で
の
実
績
と
信
頼
関
係

を
基
盤
に
、よ
り
緊
密
か
つ
組
織
的
な
連
携・協

力
体
制
を
と
る
こ
と
に
よ
り
，デ
ジ
タ
ル
田
園
健

康
特
区
に
お
け
る
事
業
構
想
等
を
は
じ
め
と
し

た
、広
範
囲
な
地
方
創
生
・
人
材
育
成
・

S
D
G
s
達
成
を
推
進
す
る
た
め
、協
定
を
締

結
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
行
っ
た
調
印
式
で
は
、本
学
の
槇
野

博
史
学
長
、同
町
の
山
本
雅
則
町
長
が
協
定
書

に
署
名
。調
印
後
、槇
野
学
長
は
、「
総
合
大
学

と
し
て
、幅
広
い
学
問
領
域
の『
知
』と『
技
』を

結
集
し
た『
オ
ー
ル
岡
大
』体
制
で『
地
域
の
課

題
解
決
の
先
駆
的
モ
デ
ル
』を
構
築
し
、ロ
ー
カ

ル
S
D
G
s
※
の
達
成
を
図
り
た
い
」と
あ
い
さ

つ
し
、山
本
町
長
は
、「
岡
山
大
学
と
一
体
と
な

り
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
先
端
的
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供

に
よ
り
、地
域

課
題
の
解
決

と
地
域
社
会

の
発
展
に
寄

与
し
、同
じ

よ
う
な
課
題

を
持
つ
他
の

中
山
間
地
域

の
モ
デ
ル
に

な
る
こ
と
を

目
指
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。



okadai NEWS TOPICS

7 （全学同窓会）会報 vol.9岡山大学Alumni

野志松山市長による講演の様子

小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
の
起
源
と
進
化

 

－

地
球
化
学
総
合
解
析
に
よ
る
太
陽
系
物
質
進
化
の
描
像

研
究
成
果
の
概
要

　
日
本
の
小
惑
星
探
査
機「
は
や
ぶ
さ
２
」の
探

査
対
象
で
あ
っ
た
小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
か
ら
回

収
さ
れ
た 

16 

粒
子
を
用
い
て
、詳
細
な
地
球
化

学
総
合
解
析
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、小
惑

星
物
質
試
料
が
太
陽
系
形
成
前
か
ら
現
在
に

至
る
複
雑
な
物
理
化
学
過
程
の
証
拠
を
保
持

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、生
命
の
起
源
を
含
む

太
陽
系
物
質
進
化
の
新
し
い
描
像
を
導
く
に
至

り
ま
し
た
。

研
究
資
金

　
本
研
究
は
、文
部
科
学
省「
共
同
利
用・共
同

研
究
拠
点
経
費
」、内
閣
府「
国
立
大
学
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
環
境
強
化
事
業
」の
支
援
を
受

け
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、平
成
28
年
10
月
21
日
に
発
生
し
た
鳥

取
中
部
地
震
に
よ
り
先
端
設
備
が
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た

が
、文
部
科
学

省（
施
設
整
備

費
補
助
金
）に

よ
る
整
備
支

援
い
た
だ
い
た

こ
と
に
よ
り
、

今
回
の
成
果

に
大
き
く
繋
が

り
ま
し
た
。

経
済
学
部
O
B「
野
志
松
山
市
長
」に
よ
る
講
演
会
を
開
催

　
野
志
克
仁
松
山
市
長
に
よ
る
講
演
会
が
1

月
12
日
、文
・
法
・
経
済
学
部
講
義
棟
に
お
い
て

開
催
さ
れ
文・法・経
済
学
部
学
生
約
2
0
0
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
野
志
市
長
は
岡
山
大
学
経
済
学
部
を
平
成

2
年
に
卒
業
さ
れ
、地
元
愛
媛
の
民
放
で
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
を
務
め
ら
れ
た
あ
と
、平
成
22
年
の
市

長
選
挙
で
初
当
選
し
、こ
れ
ま
で
4
期
市
長
を

務
め
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
講
演
は
、『
後
輩
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と

〜
キ
ラ
ッ
と
光
る
松
山
市
の
ま
ち
づ
く
り
〜
』と

題
し
て
行
わ
れ
、講
演
の
中
で
市
長
は
、松
山
市

の
地
域
経
済
の
立
て
直
し
、中
心
市
街
地
の
活

性
化
等
の
行
政
の
取
組
み
を
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、仕
事
を
行
う
上
で
大
切
な
も
の
は

「
知
恵
と
工
夫
と
連
携
」と
話
さ
れ
、こ
れ
か
ら

社
会
に
飛
び
立
つ

後
輩
に
、「
仕
事
に

対
し
て
高
い
意
識

を
持
ち
取
り
組
み

続
け
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。」と
激

励
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

岡
山
大
学
共
育
共
創
コモ
ン
ズ
完
成
披
露
式
典
を
開
催

　
本
学
は
1
月
26
日
、岡
山
大
学
共
育
共
創
コ

モ
ン
ズ
の
完
成
を
記
念
し
て
、完
成
披
露
式
典

を
開
催
し
ま
し
た
。式
典
に
先
立
ち
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
、建
築
の
監
修
を
し
た
隈
研
吾
岡

山
大
学
特
別
招
聘
教
授（
建
築
家
）、多
大
な
る

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
中
島
博
ナ
カ
シ
マ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
会
長
、小
長
啓
一
岡
山
大

学
A
l
u
m
n
i（
全
学
同
窓
会
）会
長
及
び

槇
野
博
史
学
長
、阿
部
匡
伸
理
事
、菅
誠
治
工

学
部
長
が
テ
ー
プ
に
ハ
サ
ミ
を
入
れ
て
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、伊
原
木
隆
太
岡
山
県
知
事
及
び

宮
長
雅
人
岡
山
経
済
同
友
会
代
表
幹
事（
中
国

銀
行
取
締
役
会
長
）を
は
じ
め
、行
政
、企
業
関

係
者
、同
窓
会
及
び
本
学
の
教
職
員
・
学
生
ら

合
わ
せ
て
約
2
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。冒

頭
に
伊
原
木
知
事
、宮
長
代
表
幹
事
か
ら
あ
い

さ
つ
の
後
、建
設
に
際
し
て
ご
尽
力
を
い
た
だ
い

た
隈
先
生
及
び
清
水
建
設
株
式
会
社
に
学
長

か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、公
募
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
共
育
共

創
コ
モ
ン
ズ
の
愛
称
が
阿
部
理
事
よ
り
発
表
さ

れ
、本
学
職
員
の
田
邊
光
伸
さ
ん
が
発
案
し
た

「
O
U
X（
オ
ー
ク
ス
）」が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。田

邊
さ
ん
か
ら
考
案
理
由
が
発
表
さ
れ
、（
1
）岡

山
大
学
の「
O
U
」と
共
育・共
創
の
交
流
を
表

す「
X
」、（
2
）O
p
t
i
m
a
l（
最
良・最
適

な
）U
X（
ユ
ー
ザ
ー
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
）を
提
供

す
る
場
、（
3
）「
オ
ー
ク（
樫・楢
）」や「
大
楠
」を

連
想
さ
せ
、岡
山
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
た
る
大
樹

を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
、な
ど
3
つ
の
意
味
を
込
め

た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
引
き
続
き
、本
学
の
学
術
研
究
院
教
育
学
域

《
国
吉
康
雄
記
念・美
術
教
育
研
究
と
地
域
創

生
講
座
》の
才
士
真
司
准
教
授
と
伊
藤
駿
助

教
、同
講
座
の
受
講
生
ら
に
よ
る「
共
育
共
創
コ

モ
ン
ズ
メ
イ
キ
ン
グ
ビ
デ
オ
」を
上
映
し
ま
し
た
。

映
像
は
建
設
に
関
わ
っ
た
様
々
な
人
の
想
い
を

伝
え
、建
築
工
程
が
記
録
さ
れ
た
内
容
で
し
た
。

式
典
後
半
の
隈
研
吾
先
生
の
講
演
で
は
、共
育

共
創
コ
モ
ン
ズ
完
成
に
寄
せ
た
言
葉
の
他
、建
築

家
を
目
指
す
学
生
に
向
け
て
、監
修
し
た
こ
の

建
物
の
特
徴
や
設
計
の
想
い
な
ど
を
含
め
た
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
学
で
は
、共
育
共
創
コ
モ
ン
ズ
建
設
の
コ

ン
セ
プ
ト
で
あ
る「
地
域
の
産
業
活
性
化
の

た
め
の
新
た
な
交
流
と
共
創
の
場
」と
し
て
、

ま
た
岡
山
の

新
し
い
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、学

生
が
学
ぶ
と

と
も
に
地
域

や
企
業
の
皆

様
と
の
協
働

を一
層
充
実
さ

せ
な
が
ら
、岡

山
か
ら
世
界

に
新
た
な
価

値
を
創
造
し

て
い
き
ま
す
。

リュウグウ粒子の外観。黒色無光沢で、細かな割れ目が
発達している（左）。
細粒緻密なマトリクスに鉱物の集合体や自形結晶が
散在している（右）。

岡山大学共育共創コモンズ



アクティブ岡大◆1971年2月10日
◆1993年3月
◆1993年4月

◆2000年3月～

◆2006年～
◆2011年4月～

◆2014年度

◆2021年度

　
岡
山
大
学
を
卒
業
し
た
の
は
ち
ょ
う
ど
30
年

前
の
こ
と
で
す
。今
も
変
わ
ら
ぬ
、い
ち
ょ
う
並

木
と
時
計
台
の
景
観
に
安
心
感
を
覚
え
ま
す
。

物
事
を
多
角
的
に
考
え
る
こ
と
や
仲
間
と
協
力

し
て
物
を
作
り
上
げ
る
喜
び
、ま
た
世
の
中
の

お
役
に
立
つ
人
に
な
る
と
い
う
考
え
方
は
、こ
の

キ
ャ
ン
パ
ス
で
育
ま
れ
た
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
卒
業
後
は
地
元
放
送
局
に
入
社
し
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
と
し
て
勤
め
ま
し
た
。今
も
フ
リ
ー
で
こ
の

仕
事
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
一
方
で
音
声
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
人

が
い
る
と
の
思
い
か
ら
手
話
を
学
び
、岡
山
県
と

岡
山
市
に
手
話
通
訳
者
と
し
て
登
録
。聞
こ
え

な
い
人
と
聞
こ
え
る
人
を
、言
語
を
通
し
て
繋

ぐ
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、朗
読
グ
ル
ー
プ
お
は
な
し
の
W
A
♪
を

立
ち
上
げ
た
の
は
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大

震
災
が
き
っ
か
け
で
し

た
。岡
大
卒
業
生
で

同
じ
放
送
局
に
勤
め

て
い
た
先
輩
の
呼
び

か
け
も
あ
り
一
緒
に
活

動
を
ス
タ
ー
ト
。「
声

で
今
を
伝
え
る
」こ
と

を
生
業
と
し
て
き
た

私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
は
、朗
読
会
を
開

き
寄
せ
ら
れ
た
浄
財

を
被
災
地
に
送
る
こ

と
で
し
た
。会
で
は
、友
人
を
通
し
て
出
逢
え
た

福
島
県
相
馬
郡
飯
舘
村
在
住
の
方
に
被
災
地

の
折
々
の
状
況
を
伝
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
’18
年
の
西
日
本
豪
雨
災
害
で
は
岡
山

県
も
被
災
地
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
災
害
を
後

世
に
伝
え
た
い
と
思
い
、実
際
に
起
こ
っ
た
状
況

を
も
と
に
作
っ
た
絵
本『
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
ド
ッ
グ
』を

発
行
し
ま
し
た
。災
害
の
記
憶
は
年
々
薄
れ
、今

後
は
災
害
を
知
ら
な
い
世
代
も
増
え
て
い
く
で

し
ょ
う
。子
ど
も
た
ち
の
防
災
意
識
を
高
め
、ま

遠
藤 

寛
子

朗
読
グ
ル
ー
プ 

お
は
な
し
の
W
A
♪ 

代
表

わE
N
D
O  

H
i
r
o
k
o

Active OKADAIBITO

Vol.13
プロフィール

公
益
財
団
法
人

福
武
教
育
文
化
振
興
財
団
の

「
２
０
２
２
年
度

福
武
教
育
文
化
賞
」を
受
賞
。
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た
朗
読
の
楽
し
さ
も
知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う

目
的
で
、こ
の
絵
本
を
活
用
し
た「
朗
読
録
音

会
」も
行
っ
て
い
ま
す
。い
つ
か
子
ど
も
た
ち
が
大

人
に
な
っ
た
時
に
ま
た
こ
の
絵
本
を
思
い
出
し
、

彼
ら
の
子
ど
も
た
ち
に
語
り
継
い
で
ほ
し
い
、そ

し
て
ど
ん
な
時
も
困
難
に
負
け
ず
前
を
向
い
て

強
く
生
き
て
も
ら
い
た
い
ー
そ
ん
な
願
い
を
こ
め

た
絵
本
で
す
。

　
こ
の
一
連
の

活
動
に
よ
り
、

’22
年
度
福
武

教
育
文
化
賞

を
い
た
だ
き
ま

し
た
。こ
の
受

賞
を
励
み
に

継
続
し
て
き

た
活
動
を
さ

ら
に
高
め
て
い

き
ま
す
。こ
の

物
語
を
読
ん
だ
子
ど
も
た
ち
の
感
想
文
を
も
と

に
歌
を
作
り
、災
害
か
ら
５
年
と
な
る
今
年
7

月
に
発
表
し
ま
す
。も
ち
ろ
ん
朗
読
会
や
録
音

会
も
継
続
し
て
開
催
し
ま
す
。ま
た
昨
秋
か
ら

は
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
邑
久
光
明
園
の
機

関
誌
の
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
始
め
ま
し
た
。前

任
の
方
か
ら
継
い
だ
こ
の
活
動
も
長
く
続
け
て

い
き
入
所
者
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

精
一
杯
務
め
て
い
き
ま
す
。

　「
想
い
を
言
葉
に
の
せ
て
伝
え
る
」そ
し
て

「
お
互
い
様
の
心
で
優
し
い
未
来
を
つ
く
る
」小

さ
な
活
動
で
す
が
、こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

岡山県出身
岡山大学文学部哲学科哲学履修コース卒業
RSK山陽放送に入社
アナウンサーとしてテレビ・ラジオ番組を担当
同社退社後フリーアナウンサーに
テレビ・ラジオ番組を担当する他、イベント・式典司会なども行う
現在担当番組　RSKテレビ『ライブ5時 いまドキッ！』（火）、
RSKラジオ『おかやまニュースの時間』（月）など
岡山県・岡山市登録手話通訳者となる
東日本大震災・西日本豪雨災害復興支援を目的とする
朗読グループ おはなしのＷＡ♪の活動を開始
アノンシスト賞ラジオ　読み・ナレーション部門優秀賞受賞
（遠藤個人として）
おはなしのWA♪が福武教育文化賞を受賞

子どもたちに「ブラザーズドッグ」を伝えている様子

『ブラザーズドッグ』

2022年度福武教育文化賞贈賞式の様子



※掲載希望のあった同窓会のみ掲載しています。

学部
等同窓会
からの

お知らせ
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教
育
学
部
同
窓
会

育
学
部
同
窓
会
は
毎
年
５
月
に
総

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
開

催
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。令
和

４
年
度
は
３
年
ぶ
り
に
懇
親
会
を
除
く
総
会
行

事
を
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま

た
、教
師
を
目
指
す
在
学
生
へ
の
支
援
活
動
と

し
て
、「
教
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」に
学
校
現
場
で
働

く
先
輩
を
お
招
き
す
る
お
手
伝
い
を
し
た
り
、環

境
整
備
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
す
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。

　
た
だ
、残
念
な
お
知
ら
せ
も
あ
り
ま
す
。本
会

顧
問
の
森
崎
岩
之
助
氏
が
令
和
３
年
９
月
に
、

分
島
久
志
氏（
初
代
会
長
）が
令
和
４
年
５
月
に

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。本
会
の
発
展
に
多
大
な

る
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
お
二
人
に
改
め
て
衷
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、謹
ん
で
ご
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
総
会
・
講
演
会
は
、５
月
27
日

（
土
）10
時
10
分
よ
り
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び
で

開
催
す
る
予
定
で
す
。
柴
岡
　
元
先
生
に
よ

る
英
国
パ
ブ
リ
ッ
ク
・ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
の
ご
講

演
も
予
定
し
て
お
り
、ご
参
加
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

教

岡
山
大
学
医
学
部
保
健
学
科

検
査
技
術
科
学
専
攻
同
窓
会

岡

法
文
経
学
部
同
窓
会

和
四
年
に
な
っ
て
か
ら
も
、新
型
コ
ロ

ナ
感
染
者
が
増
減
す
る
中
、当
会
は
、

岡
山
総
会（
7
/
1
）お
よ
び
神
戸

（
7
/
8
）・
名
古
屋（
7
/
16
）・
東
京（
7
/

23
）・
大
阪（
9
/
9
）・
山
口（
10
/
28
）の
五
支

部
総
会
が
三
年
ぶ
り
に
開
か
れ
た
。

　
岡
山
総
会
は
、ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び
に
て
午

後
六
時
か
ら
総
会
を
開
き
、終
了
後
大
原
あ
か

ね
氏（（
公
財
）大
原
美
術
館
理
事
長
、岡
山
大

学
監
事
）に
よ
る「
み
ん
な
の
マ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

-

大
原
美
術
館
の
過
去
・い
ま・
未
来
」と
題
す
る

特
別
講
演
が
あ
っ
た
。八
一
名（
槇
野
学
長
他
ご

来
賓
を
含
む
）の
出
席
を
得
て
、盛
会
で
あ
っ
た
。

大
原
氏
は
、大
原
家
の
歴
史
か
ら
変
化
す
る
大

原
美
術
館
の
未
来
に
至
る
ま
で
、映
像
と
と
も

に
熱
く
語
ら
れ
た
。

令

　
大
原
氏
の
講
演
後
、懇
親
会
が
も
た
れ
た
。久

し
ぶ
り
に
、会
員
間
の
交
流
と
親
睦
を
大
い
に
深

め
る
機
会
と
な
っ
た
。

　
令
和
五
年
度
岡
山
総
会
は
、七
月
七
日（
金
）

を
予
定
。多
数
の
会
員
の
出
席
を
お
願
い
し
た
い
。

（
会
長 

秋
山
義
信
）

工
学
部
同
窓
会

同
窓
会
の
活
動
は
、①
各
系
・コ
ー
ス
同

窓
会
に
よ
る
学
生
と
卒
業
生
の
交

流
活
動
、②
岡
山
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
イ
で
の
工
学
部
同
窓
会
報
告
会
・
懇
親
会

の
開
催
、③
関
東
・
関
西
・
岡
山
支
部
の
活
動
支

援
、④
会
報
発
行
や
名
簿
管
理
等
で
す
。

　
令
和
４
年
10
月
22
日（
土
）の
岡
山
大
学
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
開
催
に
併
せ
て
、統
合
し
た
工

学
部
同
窓
会
の
初
め
て
の
総
会（
報
告
会
）を
開

催
し
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
中
止
し
て
い

ま
し
た
が
、三
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、新
し

い
工
学
部
同
窓
会
の
門
出
を
祝
う
と
と
も
に
、

新
し
い
同
窓
会
に
つ
い
て
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

保
健
学
科
放
射
線
技
術
科
学
専
攻
同

窓
会「
ほ
お
ゆ
う
」は
、2
年
ご
と
に

総
会
と
懇
親
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。2
0
2
3
年
1
月
現
在
、世
界
的
に
流
行

し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
拡
大
が
未
だ
収
束

を
し
て
い
な
い
状
況
の
中
、2
0
2
0
年
に
宇
野

弘
文
新
会
長
就
任
以
降
、総
会
の
会
期
を
延
期

し
な
が
ら
活
動
再
開
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。し
か
し「
ほ
お
ゆ
う
」は
、昨
年
執
行

部
役
員
の
協
力
の
も
と
z
o
o
m
に
よ
る
評
議

員
会
を
初
開
催
い
た
し
ま
し
た
。総
会
に
つ
い
て

も
、同
様
に
実
施
可
能
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
を

始
め
て
い
ま
す
。昨
今
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の

急
速
な
発
達
を
契
機
に
、新
し
い
同
窓
会
の
あ
り

方
を
実
践
し
て
い
く
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、執
行

部
一
同「
ほ
お
ゆ
う
」を
通
じ
て
人
の
つ
な
が
り
を

継
続
し
て
い
き
な
が
ら
、喜
び
を
分
か
ち
合
え
る

温
か
い「
ほ
お
ゆ
う
」を
目
指
し
、本
年
も
活
動
し

て
参
り
ま
す
。
国
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る

S
D
G
s
同
様
、持
続
可
能
な
同
窓
会
で
あ
り

た
い
と
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

【
ほ
お
ゆ
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

保
健
学
科
放
射
線
技
術
科
学

専
攻
同
窓
会

山
大
学
医
学
部
保
健
学
科
検
査
技

術
科
学
専
攻
同
窓
会
の「
あ
ら
た

ま
会
」で
は
、４
年
毎
に
総
会
の
後

に
懇
親
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
開
催
を
延
期
す
る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、楽

し
み
に
さ
れ
て
い
る
方
々
も
お
ら
れ
る
と
思
い
、今

年
度
末
に
開
催
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。懇
親
会
で
は
参
加
者
か
ら
近
況
報
告
を
し
て

も
ら
う
予
定
で
す
。コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
飲
食
を
し

な
が
ら
の
会
に
は
で
き
ま
せ
ん
が
、さ
さ
や
か
な
が

ら
お
弁
当
を
準
備
い
た
し
ま
す
の
で
帰
ら
れ
る
際

に
お
渡
し
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。久
し
ぶ
り
に

会
う
機
会
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。多

く
の
同
窓
生
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
令
和
５
年
あ
ら
た
ま
会
同
窓
会
・
懇
親
会
】

日
時
：
令
和
５
年
３
月
19
日（
日
）

10
時
よ
り
総
会
・
10
時
30
分
よ
り
懇
親
会

場
所
：
地
域
医
療
人
育
成
セ
ン
タ
ー
お
か
や
ま

（
マ
ス
カ
ッ
ト
キ
ュ
ー
ブ
）

会
費
：
２
０
０
０
円
の
予
定

http://www.cc.okayama-u.ac.jp/dousou/alumni/



学
部
同
窓
会
は
、学
部
同
窓
会
と

し
て
平
成
24
年
３
月
に
発
足
し
、学

部
卒
業
生
、関
係
大
学
院
の
修
了

生
お
よ
び
関
係
者
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。令

和
４
年
12
月
現
在
の
会
員
数
は
約
４
，５
０
０
名

と
な
り
ま
し
た
。

　
７
月
に
は
、３
年
ぶ
り
に
理
学
部
同
窓
会
関
東

支
部
の
総
会
を
学
士
会
館
に
て
、会
場
参
加
と

Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式
で
開
催
し
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。次
回
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形

式
で
の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
に
は
、「
理
学
部
同
窓
会
会
報
」第
11
号

を
発
行
し
ま
し
た
。会
報
は
同
窓
会
設
立
以
来
、

毎
年
１
回
、会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
、会
の
発

展
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
発
行
し
て
き
ま

し
た
。今
後
も
よ
り
よ
い
会
報
を
発
行
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、ご
意
見
、ご
要
望
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、同
窓
会
を
さ
ら
に
充
実
・
発
展
さ

せ
ら
れ
ま
す
よ
う
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。（
理
学
部
関
東
支
部
総
会
及
び
同
窓
会
会

報
に
つ
い
て
は
、理
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。）
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環
境
理
工
学
部
同
窓
会

境
理
工
学
部
同
窓
会
は
、学
部
４

学
科
の
同
窓
会
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
し
た
。令
和
３
年
４
月
に
工
学

部
と
環
境
理
工
学
部
が
統
合
さ
れ
、新
生
工
学

部
が
誕
生
し
た
こ
と
に
伴
い
、両
学
部
の
同
窓
会

も
統
合
し
、「
工
学
部
同
窓
会
」と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
て
お
り
ま
す
。こ
こ
で
は
、令
和
４
年
度
に
開

催
さ
れ
た
環
境
理
工
学
部
各
学
科
同
窓
会
イ
ベ

ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　
１
月
に
は
、環
境
管
理
工
学
科
同
窓
会（
岡
山

大
学
拓
水
会
）が
定
例
総
会（
W
e
b
方
式
）を

行
い
ま
し
た
。

　
10
月
に
は
、岡
山
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ

２
０
２
２
に
お
い
て
、学
科
同
窓
会
毎
に
卒
業
生

講
演
会
、教
員
・
在
学
生
を
交
え
た
意
見
交
換

会
な
ど
が
行
わ
れ
、卒
業
生
と
現
役
学
生
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、卒
業
生
の
皆
様
方
の
一
層
の
ご
協

力
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

環

歯
学
部
同
窓
会

歯

理
学
部
同
窓
会

理

新
し
い
同
窓
会
に
つ
い
て
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

国
際
同
窓
会

山
大
学
国
際
同
窓
会
は
平
成
23
年

に
発
足
し
、現
在
世
界
に
55
支
部

（
通
信
拠
点
を
含
む
）が
設
立
さ
れ

て
い
ま
す
。昨
年
に
は
設
立
10
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
皆
さ
ま
に

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

岡
山
大
学
国
際
同
窓
会
で
は
、昨
年
度
よ
り
学

生
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
し
、
Y
o
u
n
g 

A
l
u
m
n
i
の
獲
得
に
向
け
、留
学
生
を
対

象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
S
N
S
を
用
い
た
広
報
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。今
年
度
は
4
月
〜

6
月
に
か
け
て「
岡
山
発
見
か
る
た
大
会
」や

「
国
際
ヨ
ガ
交
流
会
」な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、留
学
生
や
日
本
人
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、10
月
に
は
岡
山
大
学
国
際
同
窓
会
会
長
、

ミ
ョ
ー
キ
ン
先
生（
D
r
.
M
y
o 

K
h
i
n
）

を
本
学
へ
招
聘
し
、第
1
2
回
国
際
同
窓
会
総

会
を
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式

で
開
催
し
同
窓
生
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
今
後
も
同
窓
生
と
本
学
を
繋
ぎ
、岡
山
大
学

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。引
き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岡

学
部
同
窓
会
の
正
会
員
数
は
、２
０

２
３
年
１
月
現
在
で
約
２
，２
０
０

名
で
、卒
業
生
は
全
国
各
地
で
歯

科
医
療
、行
政
、研
究
、教
育
な
ど
の
場
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。同
窓
会
本
部
の
み
な
ら
ず
岡
山
県

支
部
、兵
庫
県
支
部
、大
阪
府
支
部
、奈
良
県
支

部
、京
都
府
支
部
、北
海
道
支
部
、関
東
地
区
支

部
、東
北
地
区
支
部
、東
海
地
区
支
部
、愛
知
県

支
部
、滋
賀
県
支
部
、和
歌
山
県
支
部
、広
島
県

支
部
、島
根
県
支
部
、香
川
県
支
部
、愛
媛
県
支

部
、徳
島
県
支
部
、中
国
地
区
支
部
、四
国
地
区

支
部
、鹿
児
島
県
支
部
、九
州
・
沖
縄
地
区
支
部
、

大
学
支
部
が
設
立
さ
れ
、各
地
区
で
充
実
し
た

活
動
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。毎
年
７
月
に
は
、年

に
一
度
、同
窓
会
本
部
、支
部
・
地
区
支
部
な
ら
び

に
代
議
員
会
の
役
員
に
よ
る
同
窓
会
役
員
連
絡

協
議
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。２
０
２
３
年
は
７

月
８
日（
土
）に
役
員
連
絡
協
議
会
を
、ま
た
、翌

日
の
７
月
９
日（
日
）に
は
総
会
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。今
後
と
も
本
会
の
運
営
に
対
す
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

岡
山
大
学
助
産
師
同
窓
会

岡

山
大
学
助
産
師
同
窓
会
の
会
員
数

は
、令
和
５
年
３
月
の
時
点
で
千
名

を
超
え
、全
国
各
地
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
24
年
４
月
か
ら
大
学
院
博
士
前
期
課
程

で
助
産
師
教
育
を
行
っ
て
お
り
、令
和
５
年
４
月

の
時
点
で
は
、１
年
生
・２
年
生
と
も
に
10
人
が

在
籍
し
て
お
り
ま
す
。わ
が
国
で
は
、少
子
化
が

留
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
状
況
の
中
で
す
が
、

助
産
師
の
活
動
の
場
は
広
が
り
続
け
て
い
ま
す
。

今
年
度
よ
り
、病
院
・
施
設
内
だ
け
で
な
く
、地

域
で
の
活
動
へ
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、助
産
院

で
の
実
習
を
拡
充
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。時

代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
助
産
師
を
育
成
す

る
た
め
に
、教
育
環
境
を
整
え
ら
れ
る
背
景
に
は
、

同
窓
生
の
方
々
の
ご
助
力
が
ご
ざ
い
ま
す
こ
と
を

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。今
後
と
も
本
会
の
運
営

に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
９
月
30
日（
土
）に
は
、同
窓
会
総

会（
５
年
毎
の
開
催
）を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

同
窓
会
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

同窓会総会での代表幹事挨拶（10月22日 同窓会総会会場）
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き
わ
会
は
、昨
年
十
月
に
「
看
護
教

育
１
０
０
周
年
記
念
誌
」を
発
行
し

ま
し
た
。大
正
十
年
に
岡
山
医
科
大

学
附
属
医
院
産
婆
看
護
婦
養
成
科
が
開
設
さ
れ

て
か
ら
百
年
、岡
山
大
学
に
お
け
る
看
護
教
育
の

歴
史
を
振
り
返
り
ま
し
た
。90
ペ
ー
ジ
か
ら
な
る

冊
子
は
、会
員
を
は
じ
め
、県
内
の
看
護
教
育
機

関
、県
立
図
書
館
、国
立
国
会
図
書
館
に
も
寄

贈
し
ま
し
た
。ま
た
、今
後
４
年
間
は
と
き
わ
会

新
入
会
員
へ
も
お
届
け
し
ま
す
。１
０
０
年
間
の

歴
史
を
十
二
分
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。１
０
０
年
間
変
わ
ら
な
い
事
の
一
つ
に

「
自
由
で
の
び
の
び
と
し
た
校
風
と
恵
ま
れ
た
教

育
環
境
」（
本
誌「
岡
山
大
学
に
お
け
る
看
護
教

育
の
歴
史
」平
井
康
子
氏
）が
あ
り
ま
す
。記
念

誌
の
編
集
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、母
校
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

と
き
わ
会（
看
護
同
窓
会
）

と

創
立
五
十
周
年
記
念
館

寄
附
金
執
行
状
況
の
報
告

平成16年度

平成17年度
平成18年度
平成19年度
平成20年度
平成21年度
平成22年度
平成23年度
平成24年度
平成25年度
平成26年度
平成27年度
平成28年度
平成29年度
平成30年度
令和元年度
令和2年度
令和3年度

42,387,575
40,551,533
38,726,800
36,884,708
36,727,371
36,727,371
34,249,371
34,249,371
33,392,571
21,091,769
20,458,591
20,458,591
20,458,591
20,458,591
20,458,591
20,458,591
17,468,791

1,836,042
1,824,733
1,842,092
157,337

0
2,478,000

0
856,800

12,300,802
633,178

0
0
0
0
0

2,989,800
0

40,551,533
38,726,800
36,884,708
36,727,371
36,727,371
34,249,371
34,249,371
33,392,571
21,091,769
20,458,591
20,458,591
20,458,591
20,458,591
20,458,591
20,458,591
17,468,791
17,468,791

人件費
人件費
人件費
人件費

空調設備改修

空調機保守点検 他
映像デジタル化設備 他
消防用設備保全業務 他

音響・映像設備更新

47,580,000 5,192,425 42,387,575 光熱水料等（3,384,132）
人件費（1,808,293）

年　度 寄附繰越額 執行額 執行残額 執行内訳

（令和3年度末現在　単位：円）

農
学
部
同
窓
会

農

学
部
同
窓
会
で
は
５
年
毎
に
同
窓

会
会
員
名
簿
を
作
成
し
て
お
り
ま

す
。本
年
は
名
簿
作
成
の
年
に
当

た
り
ま
す
が
、時
代
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
進
め
、

新
し
い
同
窓
会
名
簿
は
W
E
B
同
窓
会
シ
ス
テ

ム
を
採
用
す
る
予
定
で
、現
在
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
個
人
情
報
を
ご
自
分
で

管
理
・
更
新
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。す

な
わ
ち
、情
報
は
５
年
毎
に
更
新
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、変
更
の
あ
っ
た
時
点
で
即
座
に
更
新
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、同
窓
会
内
の
各
種

グ
ル
ー
プ
毎
の
連
絡
に
も
非
常
に
便
利
に
な
り
ま

す
。会
員
の
皆
様
に
は
、I
D
や
パ
ス
ワ
ー
ド
の
設

定
等
を
含
め
た
ご
案
内
を
５
月
末
ま
で
に
送
付

さ
せ
て
頂
く
予
定
で
す
。是
非
、新
規
情
報
の
入

力
に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。W
E
B
名

簿
の
活
用
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
よ
り
、頻
繁
に
会

員
同
士
の
交
流
を
深
め
、会
の
発
展
の
一
助
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、同
窓
会
を
さ
ら
に
充
実
発
展
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、会
員
の
皆
様
の
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

鶴
翔
会（
岡
山
医
学
同
窓
会
）

鶴

翔
会
は
、医
学
部
医
学
科
卒
業
生
、

大
学
院
修
了
生
及
び
在
学
生
並
び

に
医
学
部
及
び
病
院
の
医
局
員
、

教
職
員
を
会
員
と
す
る
岡
山
医
学
同
窓
会
と
し

て
設
立
さ
れ
、医
学
部
・
病
院
と
共
に
歩
を
進
め
、

多
く
の
会
員
が
医
学
、医
療
の
各
分
野
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。

【
令
和
五
年
度
鶴
翔
会
総
会
】

日
時
／
令
和
五
年
六
月
三
日（
土
）

場
所
／
未
定

連
絡
先
／
鶴
翔
会
事
務
局

T
E
L
：
0
8
6
-2
3
5
-7
0
6
0

※
詳
細
は
鶴
翔
会
会
報
を
ご
覧
下
さ
い
。

【
支
部
活
動
】

　
各
支
部
で
は
、支
部
総
会
を
開
催
し
会
員
の

研
鑽
と
親
睦
を
図
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。詳

し
く
は
、お
近
く
の
各
支
部（
鶴
翔
会
H
P
へ
掲

載
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
鶴
翔
会
H
P
】

　
活
動
内
容
や
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
随
時
更
新

し
て
い
ま
す
。是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Q
R
コ
ー
ド
は

こ
ち
ら
↓

ミ
ョ
ー
キ
ン
先
生（
D
r
.
M
y
o
K
h
i
n
）

を
本
学
へ
招
聘
し
、第
1
2
回
国
際
同
窓
会
総

会
を
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式

で
開
催
し
同
窓
生
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
今
後
も
同
窓
生
と
本
学
を
繋
ぎ
、岡
山
大
学

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。引
き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鹿田キャンパスＪホール前
記念植樹の枝垂桜

https://kakushoukai.oum
ed.okayam

a-u.ac.jp/



会費納入のお願い

住所変更等について

※すでに納入いただいた方は、あらためて納入いただく必要はございません。振込口座などの詳細はＨＰを御覧下さい

10,000終身会費 ： 円

ou-alumni@adm.okayama-u.ac.jp

https://www.cc.okayama-u.ac.jp/~dousou/alumni/URL

E-mail

お問い合わせはこちらまで

充実の機能

登録はこちらから

郵便局に備え付けの「払込取扱票（青）」にて、
下記の記載事項をご記入の上、郵便局・ゆうちょ銀行の
窓口またはATMよりお振込みをお願いします。

岡山大学Alumni（全学同窓会）は、岡山大学の同窓生、在学生、教職員、教職員OBの皆様からの
会費を財源として、各種支援・交流創出・運営等の事業を実施しています。
Alumniの活動をご理解いただき、ぜひ会費の納入をお願いいたします。

［氏名（新・旧）、住所等連絡先（新・旧）、卒業学部、卒業年度］

会報を皆様のお手元に確実にお届けするために、お名前・ご住所等を
変更された場合は、Alumni事務局までご連絡ください。ご連絡いただい
た情報は、皆様の所属学部等同窓会にも連絡させていただき、厳重に
管理いたします。

Alumni会員専用サイトをご利用ください
専用ページからご登録いただくことで、学部等の同窓会に所属されているAlumni会員の皆様だけでなく、

その他のAlumni会員の皆様にもAlumni事務局から直接情報をお届けします。マイページ機能などもお使いいただけます。
（学部等の同窓会に所属されている方も、以下の機能をお使いいただく場合は、Alumni会員登録フォームからの登録が必要です。）

新着情報案内

マイページ機能

充実のセキュリティ

登録者間の交流

岡山大学は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

〒700-8530　岡山市北区津島中一丁目１番１号（岡山大学総務・企画部総務課学都基金室内）　　TEL: 086-251-7019  FAX: 086-251-7294

発行 ： 岡山大学Alumni（全学同窓会）事務局

URL: https://www.cc.okayama-u.ac.jp/~dousou/alumni/

https://www.cc.okayama-u.ac.jp/~dousou/alumni/dues/

ou-alumni@adm.okayama-u.ac.jp
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